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　『
点
石
斎
画
報
』
に
見
え
る
科
挙
関
連
記
事 

―
―
そ
の
二
「
科
挙
の
厳
し
さ
」

湯　

城　

吉　

信

【
史
料
紹
介
】

　

前
号
か
ら
、『
点
石
斎
画
報
』
に
見
え
る
科
挙
関
係
記
事
の
紹

介
を
始
め
た
。
前
回
は
、
科
挙
の
荘
厳
さ
が
見
え
る
記
事
を
紹
介

し
た
が
、
今
回
は
、
科
挙
の
厳
し
さ
が
見
え
る
記
事
三
則
を
紹
介

し
、
合
わ
せ
て
科
挙
の
合
格
・
不
合
格
を
詠
む
登
科
詩
・
下
第
詩

を
紹
介
す
る
。

　

科
挙
は
、
地
方
試
（
童
試
か
ら
郷
試
ま
で
）
か
ら
中
央
試
（
会

試
・
殿
試
）
ま
で
段
階
を
踏
む
必
要
が
あ
り
、
郷
試
以
上
は
三
年

に
一
度
し
か
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
郷
試
に
合
格
す
る
と
「
挙
人
」

と
呼
ば
れ
、
官
僚
と
な
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
た
が
、
そ
の
合
格
率

は
極
め
て
低
く
、
平
均
年
齢
も
三
十
歳
を
超
え
て
い
た
。

　

清
朝
に
お
い
て
は
、
初
期
は
、
新
し
い
漢
人
官
僚
を
採
用
す
る

た
め
に
比
較
的
定
員
が
多
か
っ
た
が
、
支
配
が
確
立
し
て
か
ら
は

削
減
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
会
試
の
合
格
者
は
、
最
大
四
百
名
ほ
ど

い
た
が
、
康
煕
帝
以
降
は
二
百
名
未
満
が
常
態
に
な
っ
た
。
（
注
（

　

前
回
同
様
、
題
名
の
後
の
カ
ッ
コ
内
の
年
月
日
は
、
各
記
事
の

発
行
年
月
日
で
あ
る
（『
点
石
斎
画
報
通
検
』（
香
港
・
商
務
印
書

館
、
二
〇
〇
七
年
）
に
よ
る
）。
文
章
の
後
に
あ
る
「　

」
は
閑

章
（
印
章
の
形
に
よ
る
一
言
コ
メ
ン
ト
）
で
あ
る
。
原
文
の
句
読

点
は
、『
点
石
斎
画
報
全
文
校
点
』（
香
港
・
商
務
印
書
館
、
二
〇

一
四
年
）
を
参
考
に
適
宜
改
め
た
。

（
注
）
劉
兆
璸
『
清
代
科
挙
』（
東
大
図
書
公
司
、
一
九
七
七
年
）

な
ど
を
参
照
。
そ
の
他
、
王
戎
笙
主
編
『
中
国
考
試
史
文
献
集

成
』
巻
六
（
清
）（
高
等
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
の
第
二

編
「
科
挙
考
試
」
第
三
章
「
考
試
和
評
巻
」
第
六
節
「
定
額
和
中

額
」
に
は
、
清
代
の
科
挙
の
定
員
と
合
格
人
数
に
つ
い
て
の
史
料
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が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

①
「
科
場
果
報
」（
試
験
場
で
の
報
い
）（
戊
集
、
大
可
堂
版
二-

一
六

一
、
一
八
八
五
・
一
〇
・
一
三
）

＊
精
神
を
病
み
自
傷
し
た
人
が
い
た
こ
と
。

【
原
文
】
三
載
賓
興
、
三
場
試
畢
。
疇
不
作
掄
元
想
、
然
而
文
章

學
問
、
屈
抑
恆
多
、
即
朱
衣
無
如
才
人
何
也
。
士
先
器
識
而
後
文

藝
、
舎
陰
騭
、
更
無
功
名
。
隱
慝
未
可
告
人
、
即
冥
誅
難
邀
寬

典
。
祇
如
浙
闈
二
場
、
十
二
日
五
鼓
時
、
西
文
場
某
號
内
某
上
舎

生
、
自
取
小
刀
、
猛
劙
其
腹
、
縱
橫
上
下
數
十
囘
。
號
軍
稟
號

官
、
號
官
稟
提
調
、
至
頭
牌
開
放
時
、
飭
二
兵
扶
挾
回
寓
。
雖
膺

慘
報
者
不
止
此
一
人
、
而
此
一
人
則
衆
目
共
見
者
也
。
諱
某
姓
名

而
存
其
事
、
爲
有
志
上
進
者
勸
。	

閑
章
「
慘
亡
」

【
大
意
】
三
年
に
一
度
の
郷
試
の
三
度
の
試
験
が
終
わ
っ
た
。
も

と
も
と
、
状
元
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
が
、
文
章
や
学

問
は
鬱
屈
す
る
こ
と
が
多
く
、
高
官
も
才
人
を
取
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
士
人
は
見
識
才
能
が
第
一
で
文
芸
は

そ
の
次
だ
（
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
）。
陰
徳
な
く
し
て
功
名
も

な
い
（
隠
れ
た
徳
を
積
ん
で
こ
そ
出
世
で
き
る
）。
隠
れ
て
悪
さ

を
し
て
い
る
と
、
罰
が
当
た
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

浙
江
省
の
試
験
場
の
第
二
場
で
、
十
二
日
未
明
、
西
文
場
の
某
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号
内
の
某
受
験
生
が
、
自
ら
小
刀
を
取
り
出
し
、
自
分
の
腹
を
切

り
、
縦
横
上
下
に
数
十
回
刺
し
た
。
監
視
員
が
監
督
官
に
報
告

し
、
監
督
官
が
試
験
副
長
官
に
報
告
し
、
試
験
開
始
時
に
、
二
人

の
兵
に
命
じ
て
宿
へ
返
さ
せ
た
。
悲
惨
な
報
い
を
受
け
る
人
は
こ

の
人
だ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
人
は
衆
目
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ

た
。
そ
の
姓
名
を
伏
し
て
そ
の
事
件
を
記
し
、
科
挙
合
格
を
目
指

す
人
の
戒
め
と
す
る
。　
（「
悲
惨
な
死
に
方
」）

【
注
】
〇
賓
興　

も
と
も
と
、
周
代
の
人
材
登
用
法
を
言
う
が
、

こ
こ
で
は
科
挙
の
郷
試
の
こ
と
。
○
三
場　

科
挙
は
三
段
階
に
分

か
れ
、
第
一
場
で
経
義
・
四
書
義
、
第
二
場
で
論
、
第
三
場
で
策

と
い
う
ふ
う
に
分
か
れ
て
い
た
。
○
掄
元　

科
挙
の
ト
ッ
プ
合
格

者
。
○
朱
衣　

高
官
。
仕
官
（
科
挙
に
合
格
す
る
こ
と
）。
○
陰

騭　

陰
徳
。
○
隱
慝　

隠
れ
た
罪
。
○
寬
典　

寛
大
な
待
遇
。
○

五
鼓　

夜
を
五
つ
に
分
け
た
も
の
。
こ
こ
で
は
そ
の
五
番
目
の
五

更
を
指
す
か
。
○
劙　

割
く
。
○
號
軍　

試
験
の
監
視
員
。
○
提

調　

郷
試
の
長
官
を
監
臨
と
言
い
、
そ
の
下
に
監
試
と
提
調
が
い

た
。
○
頭
牌　

最
初
の
一
群
。

【
解
説
】
こ
の
記
事
で
は
、
悲
惨
な
結
果
に
な
っ
た
の
は
そ
の
人

の
過
去
の
行
い
に
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
い
う
因
果
応

報
論
で
書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
本
人
へ
の
同
情
は
な
く
、

読
者
の
教
訓
を
目
的
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
タ
イ
ト

ル
に
も
そ
れ
が
表
れ
て
い
る
）。
こ
れ
は
当
時
極
め
て
一
般
的
な

書
き
方
で
あ
る
（
精
神
に
変
調
を
来
た
し
た
人
は
だ
い
た
い
こ
の

よ
う
な
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
）。
六-

一
八
八
に
も
「
科
場
果
報
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
記
事
が
あ
る
。

【
余
説
】
こ
の
試
験
に
お
い
て
は
、
答
案
筆
写
係
官
が
（
お
そ
ら

く
）
コ
レ
ラ
に
集
団
感
染
し
、
六
、
七
十
人
も
亡
く
な
り
（
①
）、

附
随
し
て
答
案
一
つ
が
紛
失
す
る
（
②
）
な
ど
問
題
が
多
発
し
た

よ
う
だ
。

①	

『
申
報
』
一
八
八
五
・
一
〇
・
一
三
（
四
四
九
〇
号
、
二
面
）

に
「
浙
闈
謄
錄
房
中
、
自
曹
姓
謄
頭
死
後
、
相
繼
而
亡
者
、
共

六
七
十
人
…
（
浙
江
省
の
試
験
会
場
の
答
案
筆
写
場
で
、
曹
と

い
う
長
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
相
次
い
で
亡
く
な
る
者
が
、
計

六
七
十
人
に
達
し
た
…
）」
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
試
験
採

点
会
場
に
お
い
て
感
染
症
が
集
団
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

②	
『
申
報
』
一
八
八
五
・
一
〇
・
一
八
（
四
四
九
五
号
、
二
面
）

の
「
闈
事
餘
譚
」（
試
験
余
聞
）
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

「
浙
闈
謄
錄
房
中
、
病
疫
死
者
不
下
數
十
人
、
患
瘋
者
更
不
知
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凡
幾
。
且
書
手
較
往
年
爲
少
、
而
實
策
則
較
往
年
爲
多
、
以
致

二
三
場
巻
皆
不
能
認
真
傳
聞
、
二
場
中
失
去
一
巻
。
尋
覓
兩
日

一
夜
、
絕
無
蹤
跡
、
不
得
已
稟
知
所
官
共
拜
狐
仙
焚
香
禱
告
。

次
日
、
果
尋
得
其
巻
於
長
桌
之
上
、
一
言
無
損
。
三
場
巻
、
已

於
初
四
日
、
一
律
告
竣
。
夜
間
即
可
掃
場
、
初
五
日
、
即
將
書

手
放
出
。」

②
「
迂
哉
夫
子
」（
迂
闊
な
こ
と
よ
、
夫
子
様
）（
革
集
、
大
可
堂
版

一
〇-

一
八
三
、
一
八
九
三
・
八
・
一
七
）

＊
ず
っ
と
落
第
し
て
い
る
老
童
生
が
定
員
増
加
を
訴
え
た
こ
と
。

科
挙
受
験
の
年
齢
制
限
は
な
か
っ
た
が
、
官
僚
は
七
十
歳
が
定
年

で
あ
り
、
合
格
し
て
も
仕
官
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ

し
、
名
誉
の
た
め
に
受
験
す
る
人
は
お
り
、
朝
廷
も
そ
れ
を
表
彰

し
た
（
宮
崎
市
定
『
科
挙
史
』（
平
凡
社
〈
東
洋
文
庫
〉
四
七
〇
）

一
六
五
頁
「
七
十
歳
以
上
の
受
験
生
は
老
生
と
称
し
、
会
試
の
際

に
特
別
の
班
を
成
す
。
…
表
彰
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
言
う

…
」）

【
原
文
】
鄂
省
某
翁
、
老
諸
生
也
。
自
言
赴
秋
闈
者
十
六
次
、
出

房
者
八
、
堂
備
者
四
、
均
以
額
滿
見
遺
。
因
得
狂
疾
、
時
發
時

愈
。
邇
來
獨
具
一
稟
、
跪
於
江
夏
縣
頭
門
外
、
攔
輿
喊
稟
。
縣
尊

見
翁
鬚
髮
皓
然
、
長
跪
道
旁
、
必
有
重
冤
、
亟
命
停
輿
收
稟
。
及
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觀
稟
中
所
言
、
乃
欲
加
廣
中
額
之
說
。
因
諭
翁
曰
、「
此
乃
大
憲

之
事
、
非
本
縣
所
能
辦
理
。」
擲
稟
還
之
。
翁
聞
言
、
爽
然
若
失
、

執
某
役
而
問
之
曰
、「
各
大
憲
處
亦
可
攔
輿
乎
。」
役
漫
應
曰
、

「
可
。」
翁
乃
日
奔
走
伺
候
於
督
、
撫
憲
及
學
憲
之
門
、
往
往
乖
錯

而
不
得
一
遇
。
當
此
炎
熇
灼
骨
、
翁
身
衣
白
布
長
衫
、
頭
戴
舊
涼

帽
、
雖
汗
流
浹
背
、
未
嘗
一
日
稍
息
。
有
憐
之
者
索
稟
觀
之
、
則

係
翁
手
書
洋
洋
數
千
言
、
似
亦
不
爲
無
見
。
惟
翁
以
久
困
棘
闈
之

故
、
忽
萌
加
廣
中
額
之
思
、
未
免
貽
人
笑
柄
。
然
今
天
下
之
思
加

廣
中
額
者
、
獨
某
翁
也
歟
哉
。	
閑
章
「
功
名
」「
心
熱
」

【
大
意
】
湖
北
省
の
某
翁
は
、
老
書
生
だ
っ
た
。
自
ら
言
う
と
こ

ろ
で
は
、
秋
の
郷
試
に
十
六
回
応
募
し
て
、
八
回
合
格
候
補
に
な

り
（
房
考
官
の
審
査
を
通
り
）、
四
回
補
欠
合
格
者
（「
堂
備
」）

と
な
っ
た
が
、
す
べ
て
定
員
が
埋
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
採

用
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
心
の
病
に
な
り
、
良
く
な
っ
た

り
悪
く
な
っ
た
り
を
繰
り
返
し
た
。
そ
の
後
、
一
つ
の
上
奏
書
を

携
え
、
江
夏
県
（
現
武
漢
市
の
地
名
）
の
正
門
の
外
に
跪
き
、
知

県
の
輿
を
遮
っ
て
上
奏
し
た
。
知
県
は
、
鬚
も
髪
も
真
っ
白
な
老

人
が
、
長
く
道
端
で
跪
い
て
い
る
の
を
見
て
、
き
っ
と
大
き
な
怨

み
事
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
、
急
い
で
輿
を
止
め
上
奏
を
受
け

取
る
よ
う
命
じ
た
。
上
奏
書
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、
合
格
者
を

増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
翁
を
諭
し

て
「
こ
れ
は
、
大
憲
（
総
督
・
巡
撫
）
の
仕
事
で
、
県
レ
ベ
ル
で

処
理
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
」
と
言
い
、
上
奏
書
を
投
げ
返
し

た
。
翁
は
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
茫
然
自
失
し
、
役
人
を
捕
ま
え

て
、「
大
憲
の
所
で
も
輿
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
」
と
聞

い
た
。
役
人
は
適
当
に
「
で
き
る
」
と
答
え
た
。
そ
こ
で
翁
は
毎

日
、
総
督
・
巡
撫
と
学
憲
（
提
督
学
政
＝
各
省
の
教
育
行
政
の
長

官
）
の
門
に
至
っ
た
が
、
し
ば
し
ば
行
き
違
い
で
会
う
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
猛
暑
の
中
、
翁
は
白
く
長
い
着
物
を
着
て
、
頭
に

は
古
い
涼
帽
を
か
ぶ
り
、
び
っ
し
ょ
り
と
汗
を
か
い
て
、
一
日
も

休
む
こ
と
が
な
か
っ
た
。
憐
れ
に
思
っ
た
人
が
、
そ
の
上
奏
書
を

見
て
み
る
と
、
翁
が
手
書
き
し
た
数
千
言
の
文
章
で
、
見
識
が
な

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
翁
は
長
く
科
挙
に
苦
し
ん
だ
た

め
に
定
員
を
増
や
す
こ
と
を
思
い
つ
い
た
が
た
め
に
、
笑
い
も
の

に
な
る
こ
と
は
免
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
今
の
世
で
定
員
を
増
や

し
て
ほ
し
い
と
思
う
人
は
、
た
だ
こ
の
翁
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。　

（「
功
名
心
が
強
い
」）

【
注
】
○
爽
然　

茫
然
。
○
出
房　

郷
試
・
会
試
で
房
考
官
が
合
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格
候
補
の
解
答
用
紙
を
主
考
官
に
推
薦
す
る
。
こ
の
房
考
官
の
審

査
を
通
る
こ
と
を
「
出
房
」
と
言
う
。
そ
の
後
、
主
考
官
の
審
査

を
通
れ
ば
合
格
と
な
る
（
楊
学
為
主
編
『
中
国
考
試
大
辞
典
』

（
上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
一
〇
六
頁
「
郷
・
会
試
房

考
官
閲
巻
後
、
将
擬
取
中
之
巻
推
薦
給
主
考
官
由
其
定
奪
。
凡
推

薦
之
巻
俗
名
「
出
房
」」）。
〇
堂
備　

補
欠
合
格
者
の
こ
と
（
翟

国
璋
主
編
『
中
国
科
挙
辞
典
』（
江
西
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六

年
）
一
五
五
頁
）。
〇
涼
帽　

笠
状
の
帽
子
。
清
朝
の
一
般
的
な

役
人
の
帽
子
。
○
棘
闈　

科
挙
の
試
験
場
。

【
解
説
】
こ
の
記
事
で
は
、
老
人
を
ば
か
に
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

同
情
も
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
老
人
は
才
能
が
な
か
っ
た
訳
で
も

な
い
よ
う
だ
。
才
能
は
あ
っ
た
が
浮
か
ば
れ
な
か
っ
た
点
は
ち
ょ

っ
と
中
島
敦
『
山
月
記
』
の
李
徴
に
通
じ
る
か
。
こ
の
よ
う
な
老

受
験
生
は
少
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

【
参
考
】
熊
慶
年
『
中
国
古
代
科
挙
百
態
』（
〈中
国
古
代
社
会
百

態
〉
第
一
輯
、
東
方
出
版
中
心
、
一
九
九
七
年
）
四
五
頁
「
百
歳

老
翁
亦
観
灯
」。

③
「
猶
有
童
心
」（
今
な
お
童
心
あ
り
）（
金
集
、
大
可
堂
版
八-

二
〇

三
、
一
八
九
一
・
九
・
二
八
）

＊
老
人
の
受
験
生
が
い
た
こ
と
。
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【
原
文
】
昔
有
老
童
應
試
、
於
巻
中
夾
以
紅
箋
、
題
詩
相
干
曰
、

「
老
漢
今
年
八
十
三
、
白
衣
猶
未
染
成
藍
、
身
披　

皇
賞
蒙
恩
賜
、

不
入
黌
宮
死
不
甘
。」
及
出
案
、
果
蒙
取
錄
。
衡
文
者
並
批
以
寶

塔
詩
曰
「
翁
、
古
董
、
老
運
通
、
白
髪
蓬
鬆
、
姜
太
公
令
兄
、
新

進
童
生
祖
宗
、
身
披　

皇
賞
領
花
紅
。」
笑
林
所
載
、
雖
非
實
事
、

然
可
見
一
領
青
衫
固
有
取
之
非
易
者
。
今
屆
江
蘇
學
憲
楊
蓉
圃
少

廷
尉
科
試
金
陵
時
、
童
子
軍
中
、
厥
有
五
老
介
乎
其
間
、
蒼
顔
白

髪
、
態
甚
龍
鐘
。
諸
童
見
之
、
群
聚
譁
觀
、
而
五
老
則
撚
髭
自

顧
、
嗤
衆
雛
之
無
知
。
及
發
落
時
、
其
著
青
衫
而
領
花
紅
者
、
皆

係
翩
翩
年
少
、
則
知
此
五
老
又
皆
落
孫
山
以
外
。
老
運
不
通
、
五

老
殆
有
同
慨
歟
。	

閑
章
「
老
夫
」「
髦
矣
」

【
大
意
】
昔
、
老
童
生
（
科
挙
の
受
験
生
で
合
格
し
て
い
な
い
人
）

が
、
解
答
用
紙
に
挟
ん
だ
に
赤
い
紙
き
れ
に
、
以
下
の
よ
う
な
詩

を
書
い
て
い
た
。

　

老
漢
今
年
八
十
三
（
老
人
の
私
は
今
年
八
十
三
歳
）

　

白
衣
猶
未
染
成
藍
（
白
い
服
を
ま
だ
藍
色
に
染
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
。）
＊
合
格
し
て
仕
官
で
き
な
い
。

　

身
披　

皇
賞
蒙
恩
賜
（
身
に
皇
帝
の
ご
恩
を
帯
び
、
恩
賜
を
蒙

り
）
＊
受
験
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
を
言
う
。

　

不
入
黌
宮
死
不
甘
。（
学
宮
に
入
る
ま
で
は
死
ん
で
も
死
に
き

れ
な
い
。）

採
点
さ
れ
る
と
、
果
た
し
て
合
格
で
あ
っ
た
。
採
点
者
は
、
宝
塔

詩
で
コ
メ
ン
ト
し
て
言
っ
た
。

「
翁
、
古
董
、
老
運
通
、
白
髪
蓬
鬆
、
姜
太
公
令
兄
、
新
進
童
生

祖
宗
、
身
披　

皇
賞
領
花
紅
。」

（
翁
は
、
骨
董
な
が
ら
、
老
運
が
通
り
、
白
髪
頭
は
ば
さ
ば
さ
、

太
公
望
の
お
兄
様
で
、
新
進
の
童
生
の
祖
先
だ
。
身
に
皇
帝
の
賞

を
ま
と
い
、
合
格
通
知
を
受
け
取
る
。）

　

こ
れ
は
、『
笑
林
』（
笑
話
集
、『
笑
林
広
記
』
な
ど
「
笑
林
」

を
冠
す
る
書
物
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
こ
れ
が
特
定
の
書
籍
を
表

す
か
ど
う
か
は
未
詳
）
が
載
せ
る
話
で
実
話
で
は
な
い
が
、
合
格

し
て
書
生
に
な
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　

今
回
の
江
蘇
省
の
学
憲
（
学
政
＝
教
育
長
官
）・
楊
蓉
圃
が
金

陵
（
南
京
）
の
試
験
を
監
督
し
た
時
、
童
生
の
中
に
、
五
人
の
老

人
が
混
ざ
っ
て
お
り
、
顔
は
蒼
白
で
白
髪
で
、
よ
ぼ
よ
ぼ
で
あ
っ

た
。
他
の
受
験
生
は
そ
れ
を
見
て
、
集
ま
っ
て
騒
い
だ
が
、
五
老

人
は
鬚
を
ひ
ね
っ
て
何
食
わ
ぬ
様
子
で
、
世
間
知
ら
ず
の
若
造
を

笑
っ
た
。
合
格
発
表
の
時
、
青
い
服
を
着
て
合
格
通
知
を
得
た
の
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は
、
み
な
元
気
な
若
者
で
、
こ
の
五
老
人
が
ま
た
も
不
合
格
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
老
運
が
通
ら
ず
、
五
老
人
は
同
じ
く
嘆
い

て
い
る
で
あ
ろ
う
。　
（「
優
れ
た
り
、
老
人
」）

【
注
】
○
衡
文　

文
章
を
品
評
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
科
挙
の
試

験
の
採
点
を
す
る
こ
と
を
言
う
。
○
宝
塔
体　

遊
戯
詩
の
詩
形
の

一
種
で
、
一
言
か
ら
始
ま
っ
て
七
言
二
句
の
構
成
で
終
わ
る
。
一

七
体
、
階
梯
体
、
宝
塔
体
と
も
言
わ
れ
る
。
○
姜
太
公　

太
公
望

呂
尚
。
周
の
軍
師
。
老
い
て
世
を
避
け
釣
り
を
し
て
い
た
と
こ
ろ

を
文
王
に
登
用
さ
れ
た
。
○
青
衫　

青
い
服
。
書
生
・
下
級
官
吏

の
着
る
服
。
〇
楊
蓉
圃マ
マ

『
清
代
職
間
年
表
』
四
「
学
政
年
表
」
二

七
四
八
頁
に
よ
れ
ば
、
一
八
八
八
～
一
八
九
〇
年
の
江
蘇
学
政
は

楊
頤
で
あ
る
。
楊
頤
（
一
八
二
四
～
一
八
九
九
年
）、
字
は
子
異
，

号
は
蓉
浦
、
広
東
茂
名
県
（
今
の
高
州
市
）
城
西
広
潭
村
人
。
○

龍
鐘　

老
い
て
行
動
が
不
便
な
様
子
。
○
花
紅　

こ
こ
で
は
合
格

通
知
だ
ろ
う
。
普
通
は
、
祝
い
事
を
表
す
赤
い
リ
ボ
ン
、
祝
い
の

通
知
を
言
う
。
○
落
孫
山　
「
名
落
孫
山
」
で
試
験
に
落
ち
る
こ

と
。
宋
代
の
孫
山
が
同
郷
人
と
と
も
に
挙
人
の
試
験
に
参
加
し

た
。
合
格
者
発
表
の
時
、
い
ち
ば
ん
最
後
に
孫
山
の
名
が
あ
っ
た

が
、
同
郷
人
の
名
は
な
か
っ
た
。
そ
の
試
験
結
果
を
聞
か
れ
た
孫

山
は
、「
解
名
尽
処
是
孫
山
、
賢
郎
更
在
孫
山
外
（
合
格
名
簿
の

最
後
に
私
の
名
が
あ
り
、
友
だ
ち
の
名
は
そ
の
外
に
あ
り
ま
し

た
）」
と
答
え
た
。
宋
・
范
公
偁
『
過
庭
録
』
第
六
九
節
に
見
え

る
。

【
参
考
】
こ
の
記
事
に
見
え
る
宝
塔
詩
は
、『
申
報
』
一
九
四
七
・

六
・
一
七
（
二
四
九
〇
五
号
、
九
面
「
旧
詩
抄
」）
に
以
下
の
よ

う
に
見
え
る
。「
…
清
代
有
童
生
年
且
七
十
、
猶
未
入
學
。
督
學

法
某
憫
其
老
、
於
是
恩
給
一
秀
才
、
並
作
寶
塔
詩
曰
、『
翁
、
古

童
、
時
運
通
、
白
髪
蓬
鬆
、
是
太
公
的
令
令
兄
。』
語
雖
謔
、
亦

可
見
科
場
之
辛
酸
也
。」（
＊
太
字
は
、
本
文
の
記
事
と
の
異
同
。）

民
間
に
伝
わ
る
も
の
で
異
同
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

【
解
説
】
科
挙
の
受
験
生
に
は
年
齢
が
高
い
人
が
少
な
く
な
か
っ

た
。
唐
代
の
諺
に
す
で
に
「
五
十
少
進
士
」（
五
十
歳
で
進
士
に

な
る
の
は
若
い
方
）
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。

　

老
人
に
な
っ
て
科
挙
に
合
格
し
た
人
の
有
名
な
例
と
し
て
、
南

宋
時
代
の
詹
義
が
書
い
た
「
登
科
後
解
嘲
」
と
題
す
る
詩
が
あ

る
。
ち
な
み
に
、
科
挙
の
合
格
を
扱
う
詩
を
「
登
科
詩
」
と
言

う
。
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「
登
科
後
解
嘲
」　　

宋
・
詹
義
（
cf.
井
波
律
子
『
中
国
名
詩

集
』
岩
波
書
店
）

讀
盡
詩
書
五
六
擔
、　

読
み
尽
く
す　

詩
書
五
六
担
、

老
來
方
得
一
靑
衫
。　

老
来
、
方は
じ

め
て
得
た
り　

一
青
衫
。

佳
人
問
我
年
多
少
、　

佳
人	

我
に
問
う　

年
の
多
少
を
、

五
十
年
前
二
十
三
。　

五
十
年
前　

二
十
三
。

（
多
く
の
経
書
を
読
み
つ
く
し
、
老
人
に
な
っ
て
よ
う
や
く
官
吏

に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
佳
人
に
年
を
聞
か
れ
れ
ば
、
五
十
年

前
、
二
十
三
と
答
え
よ
う
。）

【
注
】
〇
青
衫
（
せ
い
さ
ん
）　

青
い
色
の
着
物
。
ひ
と
え
の
短
い

衣
で
、
地
位
の
低
い
官
吏
の
着
る
服
。
ま
た
、
若
者
。
書
生
。

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
苦
労
し
て
受
験
し
続
け
る
か
と
い
う
と
、

合
格
す
れ
ば
世
界
が
一
変
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
表
す

以
下
の
よ
う
な
表
現
が
あ
る
。

朝
爲
田
舍
郎
、
暮
登
天
子
堂
。（
宋
・
汪
洙
「
神
童
詩
」（『
三
字

経
』
と
並
び
称
さ
れ
る
童
蒙
書
（
幼
学
書
））

（
朝
に
は
田
舎
の
野
郎
だ
っ
た
が
、
暮
れ
に
は
天
子
の
お
堂
に
登

る
。）

十
年
窗
下
無
人
問
、
一
舉
成
名
天
下
知
。（
元
・
高
明
『
琵
琶
記
』

第
四
出
「
蔡
公
逼
試
」）

（
十
年
間
、
誰
に
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
度
有
名
に
な

る
と
天
下
中
に
知
ら
れ
る
。）
（
注
（

（
注
）
そ
の
他
、
科
挙
で
合
格
す
る
と
す
べ
て
が
得
ら
れ
る
こ
と

を
詠
む
詩
に
、
宋
・
真
宗
作
「
勧
学
文
」（『
古
文
真
宝	

前
集
』

所
収
）
が
あ
る
。

　
　

「
勧
学
文
」　

宋
・
真
宗

　

富
家
不
用
買
良
田
、
書
中
自
有
千
鍾
粟
。

　

安
居
不
用
架
高
堂
、
書
中
自
有
黃
金
屋
。

　

出
門
莫
恨
無
人
隨
、
書
中
車
馬
多
如
簇
。

　

娶
妻
莫
恨
無
良
媒
、
書
中
有
女
顏
如
玉
。

　

男
兒
欲
遂
平
生
志
、
五
更
勤
向
窗
前
讀
。

　

逆
に
、
科
挙
に
落
ち
た
時
の
シ
ョ
ッ
ク
も
相
当
の
も
の
で
あ

り
、
科
挙
に
落
ち
た
こ
と
を
題
材
に
し
た
「
下
第
詩
」
も
多
く
残
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さ
れ
て
い
る
。
主
に
、
一
海
知
義
『
漢
詩
一
日
一
首
』（
平
凡
社
、

一
九
七
六
年
）
を
参
考
に
、
唐
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
以
下
、
六

首
を
紹
介
す
る
。

①	

「
戲
題
關
門
」（
戯
れ
に
関
門
に
題
す
）　

唐
・
岑
参
（
＊
三
十

歳
で
科
挙
に
合
格
し
た
。）（『
全
唐
詩
』
巻
二
〇
一
）

　

來
亦
一
布
衣　
　

来
る
も
亦
た
一
布
衣

　

去
亦
一
布
衣　
　

去
る
も
亦
た
一
布
衣

　

羞
見
關
城
吏　
　

羞
ず
ら
く
は
関
城
の
吏
を
見
ん
こ
と
を

　

還
從
舊
路
歸　
　

還
た
旧
路
よ
り
帰
れ
り

（
来
る
時
も
無
官
の
布
衣
で
、
去
る
時
も
無
官
の
布
衣
。
関
所
の

役
人
に
会
う
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
が
、
同
じ
道
を
帰
る
し
か
な

い
。）

【
注
】
〇
布
衣　

木
綿
の
着
物
、
ま
た
、
そ
れ
を
着
た
無
官
の
庶

民
を
言
う
。

②	

「
落
第
長
安
」（
長
安
に
落
第
す
）　

唐
・
常
建
（『
全
唐
詩
』
巻

一
四
四
）

家
園
好
在
尚
留
秦
、 

家
園
は
好
在
な
る
も　

尚
お
秦
に
留
ま

り
、

恥
作
明
時
失
路
人
。　

明
時　

路
を
失
い
し
人
と
作
る
を
恥
ず
。

恐
逢
故
里
鶯
花
笑
、 

故
里
の
鶯
花
の
笑
い
に
逢
う
を
恐
れ
、

且
向
長
安
度
一
春
。 

且し
ば
らく
長
安
に
向お

い
て
一
春
を
度す
ご

さ
ん
。

（
故
郷
の
家
は
無
事
だ
が
な
お
長
安
に
留
ま
り
、
こ
の
公
明
正
大

な
良
き
世
に
道
を
失
っ
た
人
に
な
る
の
を
恥
じ
る
。
故
郷
の
鶯
や

花
に
笑
わ
れ
る
の
が
恐
い
の
で
、
長
安
で
ま
た
こ
の
春
を
過
ご
す

こ
と
に
し
よ
う
。）

【
注
】
〇
秦　

都
長
安
の
別
名
。
〇
笑　

花
が
咲
く
こ
と
を
「
笑
」

と
も
言
う
。

③
「
落
第
」　

唐
・
李
廓
（『
全
唐
詩
』
巻
四
七
九
）

　

牓
前
潛
制
淚
、　

榜
前　

潜
か
に
涙
を
制
し
、

　

眾
裏
自
嫌
身
。　

衆
裏　

自
ら
身
を
嫌い
と

う
。

　

氣
味
如
中
酒
、　

気
味　

酒
に
中あ
た

れ
る
が
如
く
、

　

情
懷
似
別
人
。　

情
懐　

別
人
に
似
た
り
。

　

煖
風
張
樂
席
、　

暖
風　

楽
席
を
張
り
、

　

晴
日
看
花
塵
。　

晴
日　

花
塵
を
看
る
。

　

盡
是
添
愁
處
、　

尽
く
是
れ
愁
い
を
添
う
る
処
、
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深
居
乞
過
春
。　

深
く
居
り
て　

春
を
過
ご
さ
ん
こ
と
を
乞
う
。

　
（
合
格
発
表
の
掲
示
板
の
前
で
は
涙
を
我
慢
し
、
衆
人
の
中
で

は
い
た
た
ま
れ
な
い
。
気
分
は
悪
酔
い
し
た
よ
う
で
、
気
分
は
別

の
人
に
な
っ
た
よ
う
だ
（「
人
に
別
れ
る
」
と
い
う
解
釈
も
あ
る
）。

暖
か
い
風
の
中
で
宴
会
を
し
て
も
、
晴
れ
の
日
に
花
を
見
て
も

（
以
上
、
二
句
は
一
海
知
義
は
合
格
者
の
こ
と
だ
と
言
う
）、
す
べ

て
が
愁
い
を
増
す
こ
と
に
し
か
な
ら
ず
、
家
に
こ
も
っ
て
春
が
早

く
過
ぎ
て
く
れ
と
祈
る
。）

④	

「
再
下
第
」（
再
び
下
第
す
）　

唐
・
孟
郊
（
＊
四
十
六
歳
で
よ

う
や
く
進
士
に
な
っ
た
。）（『
全
唐
詩
』
巻
三
七
四
）

一
夕
九
起
嗟
、　

一
夕　

九
た
び
起
き
て　

嗟な
げ

き
、

夢
短
不
到
家
。　

夢
は
短
く
し
て　

家
に
到
ら
ず
。

兩
度
長
安
陌
、　

両ふ
た
たび
度わ
た

る　

長
安
の
陌み
ち

、

空
將
涙
見
花
。　

空む
な

し
く
涙
を
将も
つ

て
花
を
見
る
。

　
（
一
晩
に
九
回
も
起
き
て
嘆
く
。
夢
は
短
く
家
に
も
た
ど
り
着

け
な
い
。
二
度
、
長
安
の
道
を
踏
ん
だ
が
、
た
だ
空
し
く
泣
き
な

が
ら
花
を
見
た
だ
け
だ
。）

⑤	

「
落
第
歸
郷
留
別
長
安
主
人
」（
落
第
し
帰
郷
し
、長
安
の
主
人

に
留
別
す
）　

唐
・
豆
盧
復
（『
全
唐
詩
』
巻
二
〇
三
）

客
裏
愁
多
不
記
春
、　

客
裏	

愁
い
多
く　

春
を
記
さ
ず
、

聞
鶯
始
嘆
柳
條
新
。　

鶯
を
聞
き
て
始
め
て
嘆
く　

柳
条
新
た

な
る
を
。

年
年
下
第
東
歸
去
、　

年
々
下
第
し　

東
に
帰
り
去
り
、

羞
見
長
安
舊
主
人
。　

長
安
の
旧
き
主
人
を
見
る
を
羞
ず
。

（
旅
先
で
は
愁
い
が
多
く
、
春
を
感
じ
た
こ
と
が
な
い
。
鶯
の
鳴

き
声
を
聞
い
て
初
め
て
柳
の
新
芽
が
出
て
き
た
の
だ
と
驚
く
。
毎

年
落
第
し
て
東
に
帰
る
が
、
長
安
の
な
じ
み
に
な
っ
た
宿
の
主
人

に
会
う
の
が
恥
ず
か
し
い
。）

⑥	

「
長
安
落
第
」（
長
安
に
落
第
す
）　

唐
・
錢
起
（『
全
唐
詩
』
巻

二
三
九
）

花
繁
柳
暗
九
門
深
、　

花
繁
く
柳
暗
き
も　

九
門
は
深
く
、

對
飲
悲
歌
淚
滿
襟
。　

対
飲
悲
歌
し
て　

涙
襟
を
満
た
す
。

數
日
鶯
花
皆
落
羽
、　

数
日
鶯
花
皆
な
羽
を
落
と
し
、

一
回
春
至
一
傷
心
。　

一
回
春
至
れ
ば
一
た
び
傷
心
す
。

（
花
は
盛
ん
で
柳
は
茂
る
が
、
天
子
の
門
は
奥
深
く
（
入
る
の
が
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難
し
く
）、
酒
を
飲
み
悲
し
く
歌
い
涙
で
袖
を
濡
ら
す
。
こ
こ
数

日
、
鶯
や
花
が
終
わ
り
を
迎
え
、
一
度
春
を
迎
え
る
と
一
度
心
を

痛
め
る
こ
と
に
な
る
（
春
は
私
に
と
っ
て
傷
心
の
季
節
だ
）。）

参
考
文
献　
＊
今
回
特
に
参
照
し
た
も
の
。
登
場
順
。

葉
漢
明
、
蒋
英
豪
、
黄
永
松
編
『
点
石
斎
画
報
全
文
校
点
』

（
香
港
・
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
四
年
）

葉
漢
明
、
蒋
英
豪
、
黄
永
松
編
『
点
石
斎
画
報
通
検
』

（
香
港
・
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
七
年
）

劉
兆
璸
『
清
代
科
挙
』	

（
東
大
図
書
公
司
、
一
九
七
七
年
）

王
戎
笙
主
編
『
中
国
考
試
史
文
献
集
成
』
巻
六
（
清
）

（
高
等
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）

楊
学
為
主
編
『
中
国
考
試
大
辞
典
』

（
上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）

翟
国
璋
主
編
『
中
国
科
挙
辞
典
』

（
江
西
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）

熊
慶
年
『
中
国
古
代
科
挙
百
態
』

（〈
中
国
古
代
社
会
百
態
〉
第
一
輯
、

東
方
出
版
中
心
、
一
九
九
七
年
）

銭
実
甫
編
『
清
代
職
官
年
表
』
巻
四（

中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）

一
海
知
義
『
漢
詩
一
日
一
首
』	

（
平
凡
社
、
一
九
七
六
年
）

周
嘯
天
主
編
『
唐
詩
鑑
賞
辞
典
（
補
編
）』

（
四
川
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）


